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1　 は じめ に

　著者の
一

人 は，2003年 10 月に CheVreulに関する資

料調査 の 折に，パ リ ・ゴプラン 制作所に お い て CheVl・eul
の 色 図版 Ii］の 写真撮影 をす る機会を得た，そ の 画像か

ら色図 の 色値 を推定 し，NCS 色空間 で 分 析 し た と こ ろ

興味深 い 結果を得た の で こ こ に報告する．
図 ／： 1864 年版 の 色 図 ： 色相環 （左）と清色列 （右）

2　 1864 年版色図版の 構成

図版は お もに以下の 2種で構成 され て い る，

（1）色相環 （color 　circlc ｝

　　
一．

つ の 色相環 は
， 72 色相分の 扇形色片 で構成 され

　　る （図 1左）・濁度 o／10（純色）か ら 911u ま で の 計

　　1〔｝枚あ る．

（2）　才青色歹「」（sc亂le　of 　dear　coloras ）

　　
一・

つ の 清 色 列 は ，白か ら純 色 を経 て 黒に 至 る

　　22 段 階 の 線形 配 列 で 構 成 され る （図 1 右）．

　　基本 6 色 相 （R ．O ，
Y ，GB ，V ）と そ の 中 間色相

　　（RO ，OY ．YG
，
GB

，
BV

，
VR ）に 相 当す る 有彩列 12 枚

　　と。無彩列 （N ）の 1枚 で ．計 13枚ある ．

上記以外に太陽 ス ペ ク トル 図 が 1 枚あ る が，こ れ につ

い て は 本稿で は ふ れな い ．

3　色図版の撮影と表色値推定

　机 上 に 置かれた図版に，さ らに撮影時の 光源情報 を

得 る た め に カ ラ
ー

チ ェ ッ カ
ー

（Gl・etagMacbeth 製，図 1

参照 ）を 添え． E方か らデ ジ タ ル カ メ ラ （オ リン パ ス製
C505〔〕zoOIII ）で撮影 した．撮影光源は ，北窓か ら の 自然

光 （晴天）の み で あ っ た （フ ラ ッ シ ュ は 無 し），カ メ ラ の

設定は い わゆ る RAW モ
ー

ドで ある ，撮影画像か ら必要

箇所 の RGB 値 を得，文 献 ［2］の 手法 に よ り，まず光源

色 と して の XYZ 値に 変換した．つ い で ，カ ラー
チ ェ ッ

カ ー
の 白を基準に して物体色の XYZ 値に変換し，さ

「
’

ら に von 　Kries変換 を利用して，紙の 白を基準に した

XYZ 値を得た．以下の分析は こ の 値 をもと にする．

4　分析結果

　は じめ に、色相環および清色列 の デー
タを CIELAB

色空間 で 分析 した と こ ろ，文献 ［3］の 結果 と同様 の 結果
が得 ら れた．

　以下 で は，デー
タを NCS 色空間 で 分析す る，

（1）色棺環に つ い て

　　各色相環 とも，退色 の た め か紫 の 色 み が極端に な

　　い （図 2 上）．また，同
一

色相 で は濁度 O／le（純色）

　　で色み は
， 最大 となる ．濁度が増えるにつ れて，色

　　み が減 り黒 に 近づ く （図 2 下）．

（2）清色列 に つ い て

　　Chevrculの 色相 Y と B は NCS の 色相 Y と B に

　　そ れぞれ ほぼ
一

致 す る （図 3 上 ）、また，各色相 と

　　も清色列 の 色 み は，色調番号 0 か ら 10 に向か い 増

　　加 し，1〔，か ら 20 に 向か い 減少する （図 3 ド）．し

　　た が っ て ，色調番号 1  が純色 に相当する．

（3）色相環 と 清色列 の 比較

　　色相 R ，O，　 Y ，　G の 方向は 双 方 で ほぼ同 じで あ る

　　が，B，　 V は異な る （図 2 上 と図 3 」二を 比較），純

　　色の 白み，黒 み，色み に つ い て は、Y 以 外 は 双 方

　　で 大 き く 異な る （図 2 下 と 図 3 下 を比較〉．
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図 2 ：色相環 の デー
タ
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図 3 ：清色列 の デ
ー

タ
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図 4 ：Chevreul色属性 と NCS 色属性の対応

（4 ）Chevreulの 色属性 と NCS の色属性と の 対応

　　（色相に つ い て）

　　図 4 上は，濁度 0／10〜4／10 の色相環の NCS 色相

　　を，Chevreulの色相番号に対して プロ ッ トした図で

　　ある ．Chevreulの 色相 VR 〜 RO にか けて と，　 BV

　　の 近くは NCS 色相 の ぶれが少な い ．　 Chevreul色

　　相 YG 〜B の 間の NCS 色相 の 変化 は ，他の 色相 に

　　比 べ て急で あ る．す なわち，Chevreu1の 色相環は

　　緑 系の 色が NCS に 比 べ て少な い ．

（色調 に つ い て ）

全 清色列 に共通す る 白色 の 白みを と 黒 み をそれぞ

れ WG ，　 s21 ，色調番号 i（i ＝ 1，2，＿ ，20）の 白み ，

黒み をそれぞれ Wi ，　 Si と す る とき，明清色で は 白

み の 変化を ， 暗清色 で は 黒 み の 変化 を表す量

u ・・
一｛、＋

WO − U ／
’
i

　　　　，
WO − WIO

　 　 5i − 510

521 − SIO

i≦ 10

， i≧ 11

を定義す る．iに 対 して ut を プ ロ ッ トした図が，図

4 下 で あ る．どの 清色列 に お い て も，i と u ．i は よ

く 相 関 して い る （
一意対応と み て よい ）．

（濁度につ い て ）

すべ て の 色相環 （0／10 〜 9110 ）デ
ータか ら，各色相

にお い て濁度と色み はおお む ね 比例す る こ と がわ

か っ た．（図 2 下か ら も傾向が推測 で きるで あろ う）
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5　 おわ りに

　色図 の 測色的分析 に よ り Chevreulの色属性の性質が

明 らか に な っ た．こ の 結果は，Chevreulの色体系の 再

現に 利用 で きる ［41．ま た，Chevreulの 表色値で表さ れ

た 色 の分析 に も使え る で あ ろ う．もち ろ ん今 回撮影 し

た色図 の色は，退色 に よ り作製当初の もの とは違 う可

能性がある．他 に現存する 同色 図を測色す る機会を得

て ，同様の 分析を試みた い ．
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